
２０２４年９月５日の小惑星2024 RW1(CAQTDL2)に由来する火球

　
小惑星2024 RW1(CAQTDL2)に由来する火球がフィリピン等で観測されているようですが、日本では、
石垣天文台で観測されていますhttps://x.com/raymongdullana/status/1831378111453392958
石垣島天文台ＨＰに画像が掲載されています。https://murikabushi.jp/?p=8303
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２０２４年９月５日の小惑星2024 RW1(CAQTDL2)に由来する火球

　

MgNa

この火球の最新軌道要素https://x.com/AvellSky/status/1831658328411480213が公開されていた
ので、５/６日の同時流星から関連しそうなものを見つけました。これは、スペクトルが撮影できまし
た。Na rich です。また、小惑星2024 RW1は、９月の水がめ群と軌道がそっくりです。ただし、IAUの
輻射点リストからは、DSH判定はあるものの、２０１６年に密度が少ないとして除外されています。



２０２４年９月５日の小惑星2024 RW1(CAQTDL2)に由来する流星

　この火球と類似と思われる同時流星を９月１/２日から６/７日までの同時流星から１５個見つけました。
９月の水がめ群と軌道がよく似ているAグループとやや高緯のBグループとωとnodeが１８０度違うもの
のCグループがありそうです。これらは、９月の水がめ群のようですが、今回の小惑星と関連していると
思われます。DSH判定でも　　　　　　　　でも近いことがわかります。SAQ群は、８月３１日が極大のようで
す。Cグループの母天体候補は、小惑星2022BM2です。２つの小惑星は、軌道がよく似ています。



２０２４年９月５日の小惑星2024 RW1(CAQTDL2)に由来する流星

　

Na

左の図は、この火球と類似と思われる同時流星の９月１/２日から６/７日までの同時流星から見つけ
た１５個の輻射点図です。９月の水がめ群と判定されたものは、１個だけでした。軌道がよく似ているA
グループとやや高緯のBグループは、黄道を挟んでいます。ωとnodeが１８０度違うもののCグループは、
やや南には離れています。右の図は、長谷川さんのこの小惑星と思われる軌道からの輻射点からマ
ウナケアの単点での流星のトレイルマップです。 ９月の水がめ群かこの小惑星によるものか軌道がわ
からないので何とも言えませんが、ここ３日間で活動があったことは、間違いないと思われます。

長谷川さんのマウナケアの単点

Aグループ

Bグループ

Cグループ
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２０２４年９月５日の小惑星2024 RW1(CAQTDL2)に由来する流星?

　上の左の図は、８月２３日から３１日の同時流星のトレイルマップです。真ん中の図は、この群と思われる
同時流星の９月１/２日から６/７日までの同時流星のトレイマップです。右は、１か月間のトレイルマップで
す。下の８枚は、８月２７日と９月２日から８日までの日々のトレイルマップです。５と６日が多いです。９月
の水がめ群と判定されたものは、２個だけでした。昨年の１/２日から９/１０まででは、DSH判定で０．２以
下が２０個近くありました。やはり、２つのグループに分かれていますが、輻射点は、広がっています。

８月２７日 ９月２日 ９月３日 ９月４日

９月５日 ９月６日 ９月７日

８月２３日から９月１日

９月１日から９月７日

９月８日

８月２３日から９月２３日



２０２４年９月５日の小惑星2024 RW1(CAQTDL2)に由来する火球のスペクトル

　上の写真は、この群と思われる２つのスペクトル写真です。下は、解析結果です。感度補正はしていま
せん。左は。暗く雲があるので参考程度です。右は、分散方向が悪いですが無理矢理測定しました。
バックグランドの補正はしました。ともに、Naが多く爆発部で鉄がみられています。P. Jenniskensは、動
画に見られる早期破砕、流星の明るさの早期増光、長い尾、多数のフレア、さらに衝突軌道の低い傾
斜角等を考慮すると、CM2タイプの炭素質コンドライト型天体であった可能性を指摘しています。
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